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1. 本誌 は ､三物性 の研究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあ い､ また､研 究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行･され ます｡掲

載 内 容 は ､研 究 論 文 ､研 究 会 ･国 際 会 議 を どの報 告 ､言草義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ い ての 意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どで す｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ い ては ､原則 と して審 査 を行 な い ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ と を著一し く不適 当 と認 め た も

の につ い て は ､改言丁を求 め ､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の 学術 雑誌 に引用 す る と きは ､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Privatecommunication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑こ誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため

に極 力簡 潔 に お書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー) 提 出 して下 さい ｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 "｢｢"､ イ タ リ ック "_ "､ ゴシ ック ""..''､ ギ リシャ文 字 "ギ"､

花 文 字 ､ 大 文 字 ､′ト文字 等 を赤 で手旨走 して下 さい ｡ 又特二に区 別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ l(エ ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ

ル)､ uとV､ †(ダガー)と+ (プ ラス)､¢と少とFrと¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数 式 は 3行 にわ た って大 き く書 い て下 さ い ｡

5. 1行 以 内 に お さま らない可 能性 の あ る長 い数 式 等 は 必 ず-改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原 則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さ い ｡ 図 の縮 尺 ､モ拡大 は致 しませ ん ｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13×19CⅡf) 以 内 に人 らを い もの ､ その ま ま印

刷 で きを い図 は原則 と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て いた だ きます ｡

国 中 の文字 は子吉字 にいた しませ んO 図 の説 明 は 別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投 稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい ｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投 稿 の際 に50部 以 上 10部 単 位 で お申込 み下 さい｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､ 別刷 を.受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に幕内め て下 さいO (郵 傾丁切 手 に よ る受付 は い た し

ませ ん｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます｡
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議 事ー録
第4回物性専門委員会 (第 14期)議事録

日時 : 1989年 7月10日 (水)13 :40-17:00

出席者 : 伊達宗行 安藤正海 飯泉 仁 遠藤裕久

勝木 渥 糟谷忠雄 金森順次郎 上村 況 川村 清

久保亮五 小林授一 佐藤清雄 鈴木増雄 豊沢 豊

長岡洋介 守谷 亨 山田鋳二 山田安定 禅 素英

1.議事に先立ち､前回補充を決めた2名の委員として､安藤正海

(KEK),飯泉仁 (原研)め両氏に就任を依頼したとの伊達委員

長よりの報告を承認し､次いで両氏が紹介された｡

2.前回議事録を確認した｡

3.学術会議報告 (伊達)

0夏の4部会が名大の世話により名大理学部会議室でひらかれ､

bigscience問題 (′特にとげ ノム研究の推進法と推進機構および

倫理悶漣の両方に関わるチェック機構の問題)が議論された｡

0学術会議の移転問題が非公式に議論され始めている｡

o 若手研究者の養成について､学部学生にっいては文系就職が､

大学院についてはーDCへの進学者数の減少が問題になってお

り､4部と5部の共通の場で議轟することとなった｡

4.基研運営委員の推薦について (長岡)

物性専門委員とIUPAP専門委員のうちの物性研究者による郵

便投票に基づき以下の3氏を基研に推薦し､すでに基研側の承認も

得られた｡

鈴木 増放 く東大理) 金森順次郎 (阪大理 ) 灘 波 弘行

(東大物性研一当時､現在東工大理)

5.物性研究所のスーパーコンピュータについ七｡

前回の議論に基づき､まず､物性研にスーパーコンピュータの
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議事録

設置を提案している研究者グループを代表する下記4氏の説明を受

けた｡

○今田正俊 (埼玉大教養)氏は計算機が重要な役を果たした例を

挙げた後ー 104-105時間も使える米国と比較 して日本の計算時

間は100時間が限度であり､この量の違いが質の違いを生み出しか

ねないことを指摘した｡重要なことは､試行錯誤が許され､緊急の

要請に機動的に対応できるシステムをつくることであり､レフェリーによっ

て認められた特定のフ○ロシ÷ェクトに優先的に計算時間を割 り当てる方式

を取る｡Jobの区分 としては､1000時間以上の超大型Jobとそれ以下

の大型Jobに分ける｡

○岡部豊 (東北大理)氏は次のように述べた｡東大計算センターの記

録によると物性研究者が最も大型で高度のユーザ11-である｡一方計算

物理の進歩は著 しく､物性専門のセンターが必要になっている｡ 日本の

現状は大変遅れており､今東大センターのス110-コンヒ○ユークーを使っても米

国の85年のデータをfollovするのがやっとである｡

○吉田博 (束北大)氏は近い将来に行われるであろう計算物理の

いくつかの問題例を列挙した後､国際競争で勝つためには今準備を

開始しなくてはならないことを強調した｡

○寺倉清之 (物性研)氏は､物性関係のス-n.-コンt:.ユータを設置する

場所としては其同研究のノウ71ウをもつ物性研が適当であること､物性

研として考えている予算は､水道光熱費等の維持費が年間2-300万

円､建物増築費8000万円､年間レン知料 6億7000万円程度で､3名の

人員を要求 していきたいと思っている､と述べた｡

次いで､上記4氏と出席委員との間で以下のような議論が行われ

た｡

○ 物性桝のなかの優先順位が上の方なら実現可能であるが､ど

れだけせっぱっまっているかがむしろ問題である｡

○ 物性の研究者はこれまで一分子研 ･プラ研､itEKのス-no-コ

ンプヒ○ユークーを寄生的に使ってきたこ そろそろ物性研究者が堂々と使え
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るス-)1.-コンヒ○ユータを持つ時期ではないか｡

0 新しい機械を要求する替 りに代替案を探ることはできないか｡

摘発な意見の交換が行われたが結論には至らず､秋の専門委員会

で引き続き議論することとなった｡

6.放射光問題

~科技庁の西播磨の施設のユーザ-懇談会ができー複数の省庁をま

たがって効果的に利用できるように各方面に働 き掛けて欲しいとい

う要望書が出された旨､委員長から報告がありー物性専門委員会の

態度を議論した後､学術会議から､提言を出してもらうよう委員長

が物研連で提案することとなった｡なおー議論の途中で次のような

意見が述べ られた｡

0-科技庁は今後も基礎科学に投資するだろうから､長い目で見

て､､allJapan-で利用できるように外から強い発言をする必要があ

る｡

O beaTDChannelを誰が作るか､利用者の希望が入るか､-あるい

は､bea7nCharge_を取るか､など前例のない問題が色々ある｡

○ 西播磨の経費が大幅に削られたので利用施設の整備などで､

文部省側にも出番がありそうである｡

0 西播磨の放射光施設は､省 庁を超えた研究体制作りの実験場

である｡考え方の原則を確立すべ き時期ではないか｡

0 省庁を超えた研究体制作りをする場所として科学技術会議も

考えられるが､同会議は大学の間道には立ち入 らないことになって

いるので学術会議がやるしかない｡

7.基礎物理学研究所 と広島大理論物理学研究所の合併について｡

このことについて､西島基研所長よりこれまでの経緯と今後の計

画についての説明があった｡

○ 合併後の研究所の名前は基礎物理学研究所で英文名はYukawa

lnstituteforTheoretical･Physicsである｡

○ 将来は一緒になるが､さしあたってはー理論研のスタッフが宇治
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議事録

に移り､それぞれ､基研北白川と基研宇治と称する｡

O,合併後にも分野問のがランスが取れるように部門増を要求して

いく｡仮に人員増がなくても部門増はや りたい｡

8.物性将来計画｡

前期の金森委員会から提起された国分寺計画については今後も議

論に時間と努力を傾ける必要があること､および米国でも似たよう

な計画 (ScienceandTechnology(S良T)Centers)がありWashing-

ton報告としてPhysicsTodayの 1月号匿紹介されている旨委員長か

ら発言があった後､糟谷物性将来計画WG委員長から次のような発

言があった｡

今後の議論は色々の段階があるが､まず､各地区の国分寺計画に

対する受け止め方､現有する諸設備の状況､その他地方から意見を

聴 きたい｡現在のWGのメンバーが東京など一部に片寄っているの

で､物理学会の前日や､物性専門委員会の会議日の午前中などを利

用してHearingをや りたい｡ 文部省 とも常に接触し､文部省の受け

入れ易いものを出す必要がある｡

その後､討議に入り､次のような発言があった｡

0 前期の国分寺計画には地域共同利用ということが盛り込まれて

いたが､このことが全然伝わっていない｡

○ 米国の S&TCentersは他の予算を食 うので､米国人の評価は

分れている｡

○ 物性からこういう要求が出ているということは､原子核や他の

分野の研究者にも表明しておいたほうがよい｡

○ 文部省は建物は作るが中身は産業界からの出資を期待している

ふしがあるので､産業界が飛びつきしかも地方の意気が上がるよう

な目玉が欲しい｡

最後に､今後も糟谷委員会で議論を続けて欲しい旨委員長から発

言があった｡

以上
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プレプリント案内
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物性研究 53-2(198㌢-ll)

ニュ二一ス

〔九州大学理学部〕

o集中講義

11月 7一日-9日 好村滋洋 (広大 ･総科 )

｢相転移と秩序形成 一 絵でみる物質の運動 - J

o談話会

10月~31日 J.S.Langer(UniversityofCalifornia,SantaBarbara,Institute

forTheoreticalPhysics所長 )

"Fluctuationsinasystem atthethresholdofinstability:A

dynamicalmodelofanearthquakefault"

11月 2日 CharlesKnobler(UniversityofCalifわrnia,LosAngels)

"Phasetransitionsinmonolayersattheair/waterinterface"

11月 9日 好村滋洋 (広大 ･総科 )

｢酸化物超伝導体における磁束線格子の融解の可能性｣

〔名古屋大学理学部〕

o談話会

11月 17日 住 斉 (筑波大 )

｢二次元系における自己束縛の特異性｣

〔信州大学理学部〕

o 仁科記念講演会

講演 r宇宙のはじまり｣ 佐藤文隆

映画 rニールス ･ボーアJ

日時 1989年11月18日 午後 1時半-5時

会場 第 1会せ :信州大学経済学部大講義室 (松本)

第 2会場 :信州大学工学部 (長野) [ネ ッ トワークによる中継]

主催 仁科記念財団 ･侶州大学理学部

参加者数 松本会場 :倍大教職員 ･院生 ･学生,高校教員 ･

高校生,市民 ら
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約 300名,うち参加者名簿に記帳 した人 244名

長野会場 :倍大教職員 ･院生 ･学生,高校教員 ･

高校生,会社員,市民 ら 34名

今年は仁科芳雄生誕有年の前年にあたる.すなわち,仁科の数え年首歳

の年である.

講演 と映画は参加者に大きな感銘を与えた.講演会 とそれに続 く懇親会

に参加 した教官たちは,懇親会後の 2次会で,哲学への物理学のインパ

ク トについて熱っぽ く論 じあい,講演会に参加 した学生たちからは,今

後もこのような行事 を企画 して欲 しいという希望が,その後も寄せ られ

ている.

- 232-



物性研究 53-2(1989-ll)

掲 示 板

｢俵士論文｣募集

本誌では､今年の修士論文を､2,3･編選び全文掲載 したいと思います｡学

術的に価値の高いもの､研究内容がユニークで面白いもののはか､研究は完成

していないが今後に興味ある問題提起を含むものやReviey的な力作など特色の

ある修士論文を投稿 して下 さい｡原則 として日本語で書かれたものを受け付け

ます.掲載の可否については編集部に御一任下 さい｡

1.募集締切 :1990年 4月20日

2.自薦､他薦は問わない｡

3.論文のコピーを二部お送 り下 さい｡できるだけ､そのまま写真印刷でき

るワープロ原稿を歓迎 します.その場合､図や写真は文中該当箇所に入

れて下 さい｡

4.枚数制限は特にありませんが､で きるだけ簡潔なものを希望 します｡

枚数の多いものは､縮めていただ く場合があります｡

5.採用､掲載 された論文の著者には別刷 50部､無料で差 し上げます｡

｢講義ノー ト｣募集

本誌では､大学院特別講義の ｢講義ノー ト｣を募集 します｡ これまで一部の

大学に限 られていましたが､枠を広げ全国の大学で行われる物性関係の興味あ

る講義のノー トを掲載 したいと思います｡つ きましては､関係各位の方々に講

義 ノー トの作成について御尽力をお願い します｡

通常､大学院生にノー トをとっていただき､講師のチェックの後､掲載 して

います｡講師には別刷 50部を寄贈 し､ノー ト作成者には薄謝 と別刷 20部程

度 を差 し上げています｡講師の了解などはこちらで交渉致 します｡また､退官

記念講演なども､歓迎 します｡内容 と記録の可能性を考慮 して､ご推薦 もしく

はご投稿下 さいますようお願いします｡
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科研費捨合研究 ･一般研究の報告書の転載について

｢物性研究｣では､科研費総合研究及び一般研究の報告書の印刷を引き受け､

それを本誌に掲載 したいと思います｡研究成果報告 として､立派な報告書が作

成 されても､限られた部数が関係者のみに配布 される状況では､誰 もが手軽に

見 ることが出来ません｡また､そういった形の報告書は四散 して失われる危険

も大きく､本誌のような定期刊行物に掲載 されれば､公開､保存のいずれにお

いても意味があります｡つきましては､ご投稿あるいはご推薦下さいますよう

お願いします｡

*既に印刷済みの報告書の場合一一なるべ く鮮明なものを2冊｡

できればオリジナル原稿一式｡

*印刷 もご依頼の場合一一オリジナル原稿一式｡

を､お送 り下 さい｡詳細は､本誌編集部 までお問い合わせ下 さい｡

〒606 京都市左京区北白川追分町

京都大学 湯川記念館内

｢物性研究｣刊行会

TEL.(075)753-7051

722-3540
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これは､川崎一氏宛に届いた手紙ですが1.応募希望者があれば､直接 Dr.X.Levinに

問い合わせて下 さい｡ (編集部)

TIiEJAM正SFRANCKINSTrrtTni
THEUNnrERSrrYOFCHCAGO

5640SOUTHELLISAVE糊
CHICAGO,礼 60637
(312) 702-7186

December1,1989

Dr.K.Kawasaki

DepartmentofPhysics
KyushuUhiversity33
Fukuoka812Japan

DearDr.Kawaskai:

We expectto have openings forpostdoctoralassociates in theoretical
condensedmatterphysicsattheUniversityofChicago,startingintheFall
of 1990.Currentinterests of the group emphasize high temperature
superconductorsand correlated electron systems,hydrodynamicsofsimple
and complex fluids,growth kinetics,-amphiphilicpolymers,.and chaotic
dynamics. IfyouknOw ofqualifiedcandidatespleaseencouragethem to
apply and send their curriculum vitae along with three letters of
recommendation to:

Dr.K.Levin
TheJamesFranckInstitute

TheUniversityofChicago
5640SouthEllisAvenue

Chicago,IL60637

Theenclosed adJertisementdescribesanotherpostdoctoralposition in our
center for high temperature superconductivity for which.,qqalified
applicant岳ふayalsoapply.(編集部注 :こちらの募集については期限切れです.)

･I=---==;-I,; -_.･∴ ___I -2-
湛 一一

Kathryn Levin ナ＼ GeneMazenko ThomasWitten
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基研研究会 ｢進化の力学への場 の理論的 アプ ローチ ｣への御案内

1990年 1月 16日

'90年 代の初頭に当り,皆様 ,新 しい研究への抱負 に胸 をふ くらませ て御摘躍 中の こ

とと存 じます .さて,'86年 10月 ,'87年12月 ,'89年 1月 に続 いて 4回 日一切･標記研究会

杏 ,次の要領で開催致 します ∴汎 く,ミクローマクロ,量子 一古典 ,可逆 一不可逆 の移

行を巡 る諸問題 について関心 ･話題をお持 ちの方々の御講演 ･御参加をお願 いす る次第

です .

日程 :1990年 3月 26日(月)～ 28日(水)

場所 ;京都大学基礎物理学研究所

参加 ･講演御希望の方は ,下記申込用紙 に御記入 のうえ

2月 13日 (火 )必着

で ,世話人の小嶋 まで御申出下さい (下のfom)atをコピー してお使 い下 さい ).

内容 に関 しては ,通常の形での研究発表 と並 んで ,概 略以下のような テーマで ,物理

学 と量子情報理論 との相互交流 に主眼をお いた総合講演 ･シンポジウムの企画を予定 し

てい ます :

i) 量子情報理論 ･量子エ ン トロピー論の基礎 的諸概念 と物理学に対す るその意義

(R.ら.Ingarden氏 ･大矢雅則氏 ,他 ),

ii)光通信理論の量子論的基礎 と量子 状態制御 ･観測過程 (広 田 修氏 ,也 ),

iii)情報幾何学 :統計 学 にお ける微分幾何学的方法 (甘利 俊一氏),

iv)力学系 と散逸性 :非可積分系 と不安定性 ･非決定性 (戸田幹人民,也).

題目及び講演者名 は世話人の独断 による暫定的なもので ,変更の余地が あり得 ますが ,

originalな内容 と共に ,特 にinterdisciplinaryな基礎的概念 について ,異な る分野 で

の実際的応用 にも役立 ち得 るような入門的理解 を重視 したいと考 えてい ます .この ため,

テーマ講演のセ ッシ ョンと研究発表のセッシ ョンの時間 をほぼ半々に配分す る予定です

ので ,講演希望者多数 の場合のプ ログラム編成 につ きま しては ,世話人 に御一任下 さる

よう予め御 了承願います .

また ,予算規模が限 られ ていますので ,旅費配分 の方 法 につ いても世話人 にお任せ 下

さるよ うお願 い します .尚 ,締切 り後のお 申込 みは ,事務手続 上の困難 を生 じますので,

御遠慮 下 さい (旅費支給の対象か らは外 させて頂 きます ).

この企画 に関す るお問い合せ ･御意見 ･御希望は ,下記世話 人まで御連絡 下さい :

小玉 英雄 (〒606 京都市左京区苫田二本松町

京都大学教養部物理学教室 TEL.(075)753-6783 )

小嶋 泉 (〒606 京都市左京区北 白川追分町

京都大学数理解析研 究所 TEL.(075)753-7234 )

世話人 大矢雅則 ･福 田礼次郎 ･小玉英雄 ･小嶋 泉
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基研研究会 r進化の力学への場の理一論的アプローチ ｣への参加申込み

御名前 :

所属 ･身分 ･連絡先 ;

1.講演発表を 希望する / しない

講演題 目 (及び共同研究音名 ) :

2.部分的に出席され る場合は,その参加期間並び に御都合の悪い日を指定 して下さい :

3.北白川学舎での宿泊を 希望す/る ( 日夜から 日朝 まで ) / 希望 しない

北 白川学舎以外の宿泊施設について特 に御希望があ りましたら :

4.企画内容 についての御意見 ･御希望 :
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編 集 後 記

一時欧米で燃え盛った後､消えかけていた ｢常温核融合｣が再び日本で発熟 し始

めた｡ ｢ニュースセンター9時｣でまで放映されるとやはり気になり熱心に画面に

見入るが､内心 ｢どうせ今度 も･･･｣といういっもの横着心が出て しまい､次の

ニュースに移るともう気にならなくなってしまっている｡ ｢さあ､狼少年になるか

ならないか､あと一回機会が残 っている｣とまで言ってしまうと､これはもう叱ら

れることまちがいなしであろうが､二番煎 じとはいえ一度食いっいたら結論を得る

までねぼり通 している当事者の研究者魂には頭が下がる｡だいたい物性屋は何かに

つけクールというか､斜めに構えているという/か､慎み深いのが多いと思 うのは私

だけであろうか?最初のフィーバのときにも､原稿のコピーをBITNETを通 し

て世界中で交換 し､入手 したコピーを掲示板に貼ったり勉強会を開いたりしていた

のは､少なくとも私の周 りでは素粒子論屋さんであった｡ そもそも彼 らの分野では､

論文はずっと昔からプレプリントの段階で通 し番号が付けられ､これが世界中で通

用 し､雑誌が出たときにはもはや誰 も見向きもしないそうな｡ また､私がFAXな

ど一度 も見たこともなかった頃から､ ｢新粒子発見 !｣というなぐり書きの記事が

FAXで直ちに世界中を飛び交い､_基研のロビ-にも貼られる､折 しも研究部員会

議で全国から集まっていた素粒子屋さんは､それを見ながらあちらこちらで数人ず

つクラスタになり口角泡を飛ばしつつ大声で議論をおっ始める､といった場面 も何

度か目の当たりに経験 した｡分野が異なるとこうも雰囲気がちがうのかと感心 し､

プロの研究者たるもの､このエネルギーを見習わなくてはと思いっつ､一方で自分

の胃が健康であることに安心を求めたりもした｡

さて､この拙文が本誌に載るまでに､もし ｢常温核融合｣が ｢二度目の正直｣に

なっていたら､もはや編集委員に名を連ねている資格はない.本誌までフィーバを

いやがる必要はない｡編集長に申し出て即刻ファイヤしていただこう0 (H.T.)
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編 集 後 記

一時欧米で燃え盛った後､消えかけていた ｢常温核融合｣が再び日本で発熟 し始

めた｡ ｢ニュースセンター9時｣でまで放映されるとやはり気になり熱心に画面に

見入るが､内心 ｢どうせ今度 も･･･｣といういっもの横着心が出て しまい､次の

ニュースに移るともう気にならなくなってしまっている｡ ｢さあ､狼少年になるか

ならないか､あと一回機会が残 っている｣とまで言ってしまうと､これはもう叱ら

れることまちがいなしであろうが､二番煎 じとはいえ一度食いっいたら結論を得る

までねぼり通 している当事者の研究者魂には頭が下がる｡だいたい物性屋は何かに

つけクールというか､斜めに構えているという/か､慎み深いのが多いと思 うのは私

だけであろうか?最初のフィーバのときにも､原稿のコピーをBITNETを通 し

て世界中で交換 し､入手 したコピーを掲示板に貼ったり勉強会を開いたりしていた

のは､少なくとも私の周 りでは素粒子論屋さんであった｡ そもそも彼 らの分野では､

論文はずっと昔からプレプリントの段階で通 し番号が付けられ､これが世界中で通

用 し､雑誌が出たときにはもはや誰 も見向きもしないそうな｡ また､私がFAXな

ど一度 も見たこともなかった頃から､ ｢新粒子発見 !｣というなぐり書きの記事が

FAXで直ちに世界中を飛び交い､_基研のロビ-にも貼られる､折 しも研究部員会

議で全国から集まっていた素粒子屋さんは､それを見ながらあちらこちらで数人ず

つクラスタになり口角泡を飛ばしつつ大声で議論をおっ始める､といった場面 も何

度か目の当たりに経験 した｡分野が異なるとこうも雰囲気がちがうのかと感心 し､

プロの研究者たるもの､このエネルギーを見習わなくてはと思いっつ､一方で自分

の胃が健康であることに安心を求めたりもした｡

さて､この拙文が本誌に載るまでに､もし ｢常温核融合｣が ｢二度目の正直｣に

なっていたら､もはや編集委員に名を連ねている資格はない.本誌までフィーバを

いやがる必要はない｡編集長に申し出て即刻ファイヤしていただこう0 (H.T.)
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会員規定

個 人会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます｡ した が って､ 3月末 ま

で に な るべ く 1年 間分会･費 を御 支払 い下 さい ｡

なお新規 入会 お申込 み の場 合 は下 記 の会 費以 外 に入会･金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間 の会 費

lstvolume (4月号 ～ 9月号)

2nd volume (10月号 - 3月号 )

4,200円

4,200円

計 8,400円

(1年 分 ま とめて お支払 い が困難との 向 きは lvolume 分 ずつ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入下 さい｡

(振 替月手金 口座 京都 1-5312) (現 金 書留 は御遠 慮 下 さい)

なお通信 欄 に送金 内容 を必 ず､明記 して下 さい｡

雑誌 購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送 金 され る場 合 ､ 必ず会 員本

人 の名 前 を明記 して下 さい ｡

3. 送本 中止 の場 合 :次 の volumeよ り送本 中止 を希望 され る場 合 ､

か 在 らず■｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会･の原則 と しては､正 当 な理 由 な く 2

vols.以上 の会 費 を滞納 された場 合 には ､送 本 を停 止 す るこ とに な

って い ます の で･御留 意 下 さい ｡

5. 一括 送本 を受 け る場 合 :個 人宛送 本 中 に大 学 等 で一括 配布 を受 け

る様 に 在った場 合 は､必 ず■｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の通

知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同 様 です ｡

6. 送 本 先変更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の変 更 等 によ り送 本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送本 先変更届 を提 出 して下 さい｡

学二校､研 究所 等機 関会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究所 等 で の入会 及 び個 人 で あって も公 費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代 金 は､ 1冊 1,300円､ 1Vol.7,800円､

年 間 15,600円 です｡ この場 合 ､入 会 金 は不用 で す｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 い は後払 いで も結構 です｡ 入会 申込 み を され る時 ､支孤

い に 請 求 ､ 見積 ､納 品書が各何 通 必要 か をお知 らせ下 さい ｡

なお､ 当会 の請求 書類 で は支払 い がで きをい様 で した ら､貴 校 ､

貴 研 究 機 関 の請 求書類 を送付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発行途 上 に あ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん ｡ 退 会 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中止時 期 を明

記 して ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい ｡

雑 誌未 着 の 場合 :発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 ′性研究刊 行 会

〒606京都 市左 京 区北 白川追 分町 京都 大学湯 川 記念館 内

℡ (075)753-7051 722-3540
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